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⑮「明治時代の若松市図」　『若松市史』より　若松築港による埋立以前の状況を描いたもので、ここに描かれている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  黒色の護岸部分（白線部分）が本稿で検討した若築建設裏石垣にあたる可能性が高い。

⑪若築建設所蔵　明治23年頃　若松港中洲之図（部分）
→上記の「明治時代の若松市図」に描かれた状態に近いと
　推定される築港前の若松港を描いたもの
→破線のラインが旧海岸線（護岸石垣）に相当する
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⑫若築建設所蔵　明治23～25年頃　旧本社写真（部分）
→石垣のカーブ等の位置関係から見て、明治25年埋立範囲図と
　昭和4年「一般平面図（見取図）」の「X地点」付近から撮影か。
→第1期埋立工事の記念か。
→年代不祥であるが、若築建設史料群の中に、この写真に写る旧本社
　社屋と道路を描いた簡易図面が確認され、そこには本社と記されて
　いることから、写真右側に写る長屋建物が旧本社社屋であろう。
→明治から昭和初期にかけて、社用地が分割されたことを示している。

①「若松港湾実測図」『明治23年4月8日 福岡県下若松港内開築の件』
→左図の「若松港中洲之図」と同時期に海軍省に提出された築港案
→「若松港中洲之図」に描かれている内容と、精度の除いて同様のもの
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⑭若築建設所蔵　昭和4年　「一般平面図（見取図）」
→石垣の内側に久家旅館と記されている。
→若松築港の左手には安川商店が所在する。
→破線は石垣の復元ライン
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第 15 図　絵図・地図・古写真から見た若築建設裏石垣 1
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⑱平成12年　ゼンリン地図　若築建設周辺
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⑯昭和8年　『九州 若松案内』　若築建設周辺（抜粋）
→石垣部分に相当すると考えられる部分（埋立以前の
　旧海岸線ライン）が市町村界の地図記号（一点破線）
　として描かれる。

⑰昭和12年　『若松市土地宝典』の若築建設周辺（埋立地側）
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⑰昭和12年　『若松市土地宝典』の若築建設周辺（陸地側）
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②明治31年9月6日　「洞海湾製鐡所埋立地之図」
『海面埋立の件筑前国洞海湾内埋立の上製鉄所敷地に充用の件』
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⑬若築建設所蔵　明治25年　埋立範囲図（部分）
→石垣Bの隅角部と想定される部分に角の表現が描かれている。
→連続する石垣Aと考えられる部分とは段差が表現されている。
石垣Bは縦に伸びる縦方向の線が描かれていることから石垣が
奥側に延びていることが予想される。
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第 16 図　絵図・地図・古写真から見た若築建設裏石垣 2



120－ 　 －

第 17 図　杉山徳三郎邸関連の古写真（絵葉書）と現況写真

⑲若松築港による埋立以前の恵比須神社　海側の鳥居と燈籠
→燈籠は現在も写真に近似した位置に存在する。

⑳戦前の絵葉書か　若松市　旅館　ひさや　絵葉書資料館提供
→ひさや旅館の正面側から撮影されたもの。
→右側に洋風の建物、左側に土蔵が見える。

㉒久家旅館の庭園　宇佐美 明・今村元市1980より
→（引用）明治中期から昭和19年まで、高級旅館として経営されて
　いた。港町の旅館としては風格があり、中央にも聞こえていた。

若築建設裏石垣の現況1　奥が石垣A　手前が石垣B

若築建設裏石垣の現況4　石垣K隅角部

若築建設裏石垣の現況2　石垣B　隅角部

若築建設裏石垣の現況3　石垣F・Gの出入口遺構

㉑戦前の絵葉書か　若松市　旅館　ひさや　絵葉書資料館提供
→ひさや旅館の庭園から裏手建物を撮影したもの。
→表側と異なり、裏側は和風の建物。
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が必要となってくるだろう。いずれにしても、築石のみの観察の限界性や発掘調査情報の欠落を痛感
し、類例との比較検討が必要である。

6.　おわりに
　以上、本稿での検討によって推定された結果とそこから想定される仮説を以下にまとめる。
①若築建設裏石垣は、目地や改修等の痕跡から石垣 A 〜 K までに分類できる。
②上記の石垣の中で、石垣 A と B のみが谷積みで、石垣 C 〜 K までが布積みであることから、少な
くとも石垣 C → B → A の構築順序が確定する。ただし石垣 C と B は元々一連の石垣を積み直した
可能性が考えられる。
③石垣に残る矢穴痕の分類と検討から、若築建設裏石垣には 4 種類の矢穴痕が確認され、少なくとも
19 世紀初頭から出現する矢穴痕が 19 世紀中頃以降に出現する矢穴痕と共伴する可能性がある。
④最も新しい矢穴痕タイプ（E タイプ）の出現年代等を考慮すると、石垣の構築年代は 19 世紀中頃
以降で下限は不明と言わざるを得ないが、20 世紀前半頃までを考慮しても良いだろう。
⑤石面のみであるが、築石規格の検討からはおおよそ 3 種類の規格が使用されたと推測され、控え部
分の確認ができると細分が行える可能性が高い。
⑥若築建設史料群の古写真から、大正 15 年頃の間知石製作状況の実態が確認できた。
⑦築石に残る矢穴痕の場所と積み方の関係性を検討することで、細かな構築方向や順序を読み取るこ
とができ、いわゆる「目地」との関連を示す根拠となる可能性を指摘した。
⑧⑦と合わせて、築石の中で、最初に設置される「始点石」と最後に設置される「終点石」で構成さ
れる石垣構築のユニットを提示し、築石の観察を行う際の視点を模索した。そしてこれは、若築建設
史料群の古写真によって検証された。
⑨絵図・地図・古写真の検討から、徳三郎邸を含む旧若松港護岸ライン（一部）を推定した。
⑩積み直しや改修等を含みつつも、徳三郎邸の石垣は石垣 B 〜石垣 K に相当する可能性を指摘した。
　以上が、本稿において検討・指摘した概要である。特に近代に構築された石垣に関する検討事例の
少ない現状では、ケーススタディとして様々な視点から検討を試みた。また、「そもそも石垣の改修・
積み直しを指摘する具体的な根拠とは何か」など、今後はさらに類似した石垣の検討事例を増やすこ
とで、今回提示した仮説の検証を行い、石垣工事の実態や工程（岩下 2012・久保田 2016 等）につい
て理解を深めていきたい。

第 8 表　絵図・地図・古写真一覧表（本稿未掲載の史料を含む）
番号 年代 名称 収録文献 作成主体 出典
1 1890（明治23）年 若松港湾實測図 明治23年4月8日　福岡県下若松港内開築の件 海軍省 アジ歴：C10124829400

2 1898（明治31）年 洞海湾製鐡所埋立地之図 明治31年9月6日　海面埋立の件筑前国洞海湾内埋立の上製鉄所敷地に充
用の件 海軍省 アジ歴：C10126567200

3 1899（明治32）年 若松築港拡張計画之図 明治32年3月8日　若松築港計画拡張並港銭率改定の義に付伺の件 海軍省 アジ歴：C10126840300
4 1902（明治35）年 名称なし 明治35年11月21日　水面埋立の件に付稟伺 海軍省 アジ歴：C10127799100　明治33年測図
5 1916（大正5）年 官報第803號附図 若松港内工作物施設ノ件 海軍省 アジ歴：C08020871600
6 1916（大正5）年 官報第1813號附図　若松港　No.171図 若松港内浚渫区域拡張ノ件 海軍省 アジ歴：C08020870500
7 1920（大正9）年 洞海湾平面図 下関要塞地帯内海面埋立の件 陸軍省 アジ歴：C03011295200　明治37年測図
8 1922（大正11）年 若松港及戸畑町地先 築港（又ハ埋立）計画平面図及其他陳述書等ニ関スル件 外務省 アジ歴：B10073416100
9 1922（大正11）年 海図第171號写 若松港内水底「ケーブル」線布設ノ件 海軍省 アジ歴：C08050620300
10 1927（昭和2）年 若松港内繁舩浮標位置図 港湾工事施行ノ件 海軍省 アジ歴：C04015936800
11 1890（明治23）年前後 若松港中洲之図 若築史料館展示資料 若松築港 若築建設所蔵
12 1892（明治25）年頃 若築建設・旧本社社屋 若築史料館展示資料 若松築港 若築建設所蔵
13 1892（明治25）年 埋立範囲図 - 若松築港 若築建設所蔵
14 1929（昭和4）年 一般平面図（見取図） - 若松築港 若築建設所蔵
15 1890（明治23）年前後 明治時代の若松市図 『若松市史』 若松市 -
16 1933（昭和8）年 九州　若松案内 同前 若松商工会議所 北九州市中央図書館
17 1937（昭和12）年 若松市土地宝典 同前 若松市 個人
18 2000（平成12）年
19 1890（明治23）年前後？ 古写真　恵比須神社の鳥居と燈籠 『若松市史』 若松市 -
20 戦前？ 古写真　若松市　旅館　ひさや 絵葉書 不明 絵葉書資料館
21 戦前？ 古写真　若松市　旅館　ひさや 絵葉書 不明 絵葉書資料館
22 戦前？ 古写真　久家旅館の庭園 『114　ふるさとの想い出　写真集　明治大正昭和　若松・戸畑』 国書刊行会 宇佐美 明・今村元市　1980　

『ゼンリン住宅地図2000　北九州市　若松区』 株式会社ゼンリン
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　若築建設には創業時からの史料が大量に保存されており、その全てが若松の歴史として、北九州市
の歴史として、日本の歴史として非常に貴重なものである。今回の石垣調査に際して、多くの史料を
閲覧させて頂き、その重要性を痛感した。今後も史料の調査を含め、埋立後の若松港護岸石垣との比
較検討を行いたいと考えている。
　若松港の旧護岸ラインと考えられる若築建設裏石垣と若松港護岸石垣は、若松港が近代化していく
姿を空間的に残している点で非常に稀有な事例と言える。これらの調査・研究を深め、近代若松港の
歴史的変遷やその歴史的価値を示していくための調査や、恒久的な保存に向けての取り組みが必要で
あろう。本稿において検討した旧護岸石垣として、杉山徳三郎邸石垣としての若築建設裏石垣の調査・
検討は、その第 1 ステップである。

【謝辞】
　本稿を作成するにあたり、西海考古同人会事務局 古門雅高氏には掲載の機会を与えて頂きました。
現地調査や史料の閲覧に際しては若築建設株式会社、わかちく史料館 江副享子氏に多大な便宜を計っ
て頂きました。石垣の調査に際しては梅﨑惠司氏と共同で行い、調査中の議論や会話で多くのことを
学びました。資料や若松の歴史については、旧古河鉱業若松ビル館長の若宮幸一氏にご教示頂きまし
た。佐伯孝央氏との議論においても多くのご教示を得ました。皆様に厚く御礼申し上げます。

【註】
註1　この石垣に関する調査は、筆者と梅﨑惠司氏がわかちく史料館を見学している際に、史料館の担当職員である
江副享子氏に偶然声をかけて頂いたことに始まる。数奇なものではあるが、このようなきっかけが無ければ筆者も
梅﨑氏も、この石垣の存在や若松港の歴史的重要性について深く認識することができなかった。この場を借りて、
声をかけて頂いた江副氏に感謝申し上げます。
註2　これは「官令彙纂 第1號 明治19年9月分」『岐阜日日新聞社』の逓信省告示第82号に「若松丸」と船主氏名「杉
山徳三郎」の記載が確認できることから事実であると考えられる。
註3　登記簿の確認については、旧古河鉱業若松ビル館長の若宮幸一氏にご協力いただいた。
註4　撮影は Canon ミラーレス一眼レフ M6を使用した。三次元化には Agisoft 社の Metashape standard（全て高精
度で解析）を、オルソ画像の生成は Cloudompare を使用した。
註5　梅﨑惠司氏によって、北九州市内において間知石まで作成していたと推定される石切場が確認されており、筆
者も現地を確認している。今後、詳細な踏査・検討を行う予定である。
註6　この場合の加工面については、切込接ぎの石垣に限定して考えている。近世的な間詰め石を多用する石垣に当
てはめるには、さらなる検討が必要と思われる。なお、築石上下の接点については、下高大輔氏による一連の築石
研究で指摘されている（下高2020・2022・2023など）。
註7　北垣1987によると、「築石は、石列に沿って順序だてて築く必要は全くない。石材の大小、控の形状等を勘案
しながら、築石を選んで、適材適所に配石していく。最初は虫食い状に配された状況も、次第に埋められていく。
大小の野面石を使用するのであるから、二段積みとなる部分も当然起こりうる。（北垣1987 p.306）」とされ、また、
北垣1999では、「石面の下端長辺を水平状に二点支持を心がけ、数石を単位として短い横目地をつくる。これは意識
的な石材選択が実施されたことをうかがわせる。かつて粟田翁は、主石（中心となる石）をまず適当に配石し、そ
のあと間石を入れ調整されていた（北垣1999 p.13）。（中略）布（目）積み崩しは、自然石・割石の大小、縦横のあ
る不定形の石材数石でもって、一定の「まとまり」をつくる。特徴のある主石（中心となる石）をいくつか定め、
各々石材の下端の長辺をできるだけ水平にとるように据石をする。その結果、短い横目地が通る。こうした小さな

「まとまり」を築石部とする石積みの（を：筆者追加）上下、左右に配石することで、結果的には小判型をした金網
の目を横に引いた形状、つまり筋違いのある短い横目地が通る（北垣1999 p.17）。」と指摘している。
註8　これは北垣1987の図32に示されている「石積みの方向」や、「基点を中心に左右水平を保って石垣を伸ばすの
である（北垣1987 p.309）。」という指摘に近いと考えている。
註9　角石は隅角に独立させて算木積みに組むので、石垣稜線は不安定となりやすい。この角石の重量による左右か
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らの内圧を、その背後で受けるのが角脇石である（北垣1987 p.304）。
註10　明治時代後半から大正時代の地図類が未確認であるため、この間の状況を現状では追うことができない。た
だし、昭和4年の第15図⑭で描かれている本社は明治42年竣工の2代目本社であることから、状況的には明治後期の
状況が全てではないものの残っていると考えられる。
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